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	開会のあいさつ。
　
　12月定例会の議事録の確認をお願いします。
　不明な点など有りませんでしょうか。
　無ければ後ほど、署名をお願いします。
　教育長からの報告をお願いします。
私から2点ございます。
1点目は、電話で大変失礼しましたが、平成21年度全国学力生活状況調査に参加をする旨を、教育事務所を通じて県教委に意思表示をしました。

2点目でございます。

昨日、日田市立小中学校教育環境整備検討委員会からの答申を山崎会長からいただきました。

詳しくは、後ほど担当者から説明いたします。

現実には、この答申を受けて日田市教育委員会がさらなる具体的な推進計画を立て、教育委員会にお諮りしまして現場に入っていくことになろうかとおもいます。

まだ全く計画自体は立っていませんけれど、ゆっくりじっくり計画は考えて、取り組んだ以上は迅速にしていくという形を取って行きます。
地域の皆さんのご意見、ご要望等を十分聴きながら納得していただけるかどうかはありますが、なんとか進めて行きたいと思います。
私からは、以上でございます。
ありがとうございました。
それでは、次に参ります。
議案第1号　日田市高校寄宿舎の設置及び管理に関する条例の廃止について。教育総務課長お願いします。
議案第1号でございます。
日田市高校寄宿舎の設置及び管理に関する条例の廃止について、でございます。これは、委員の皆さんはご承知のことと思いますが、市町村合併後、教育委員会が管理していました男子寮と女子寮を、昨年の4月から1年間休寮としていました。
この一年間で、教育委員会としましてはこの問題を整理する中で、閉寮すると言うことでご理解をいただいたところでございます。
これを受けまして、今回の定例の市議会で条例の廃止をする議案を上程したいので、本教育委員会会議でその承認をいただくものでございます。

今回上程する議案は、平成21年4月1日から施行するものでございます。
　ご審議、よろしくお願いします。
ありがとうございました。
只今の説明についてご意見は有りませんか。
　参考までにお聞きしますが、高校の寄宿舎は何時できたのですか。
　昭和56年でございます。
当初は、日田市郡の町村で構成する組合で管理、運営を行ってまいりましたが、市町村合併後は、日田市の財産となり教育委員会で管理を行ってきました。
なお、土地は大分県の所有でして、寄宿舎の跡地利用は現在企画課で検討しています。
では、あの建物は取壊さないといけないのですか。
土地は、県のもので建物は市のものでありますので、企画課が今後どうするのかを検討中でございます。
この土地を県からお借りする時の条件として、寄宿舎を廃止した場合は、土地を更地にして返すお約束をしていますので、県は更地にして返して欲しいと言っております。
この寄宿舎には、竜門ダムの問題も関係しておりますから企画課が今後対応しますが、寄宿舎としては、今回閉寮すると言うことでございます。

分かりました。
まだ、色々な問題があるので、土地はまだ借りたいと言うことですね。

あと、ダムの問題があると言いましたが、それはどのようなことですか。
竜門ダムがありますが、このダムに導水路を掘削する時に、上津江や中津江の一部で水が枯れると言う問題が発生しました。
この問題を国と県が解決するに当たって、色々な補償の一つとして寄宿舎を建設したという経過がございました。
他にございませんか。
それでは、この議案は原案の通り決するものとします。
　議案第2号から議案第9号まで、一括して生涯学習課お願いします。

2ページをご覧ください。

議案第2号　日田市生涯学習交流センターの指定管理者の指定について、でございます。日田市生涯学習交流センターの管理を行わせる指定管理者を指定したいので、地方自治法第244条の2第6項の規定に基づき、指定するものです。
　この施設は、はぎの園のそばにある施設でして、公募しましたところ3社が応募してきました。
株式会社　シーエッチケイサービス、特定非営利活動法人ワーカーズコープ、株式会社　日田ビル管理センターの3社です。
応募後、選考委員会を3回開催いたしました。

第1回目が11月26日で、スケジュールや概要を説明し、12月25日の第
2回目には、申請者の面接とプレゼンテーションを行い、今年1月16日の第3回目で指定管理者の候補者の選定を行ったものでございます。
8名の選考委員が採点した結果、株式会社　日田ビル管理センターを候補者として決定いたしました。
そこで、日田市生涯学習交流センターの指定管理者を指定しようとするもので、今回の市議会定例会に議案として上程いたしたいと考えています。
なお、期間は平成21年4月1日から平成24年3月31日までの3年間です。
続きまして、3ページの議案第3号　日田市農村環境改善センターの指定管理者の指定についてですが、これは西有田地区農村環境改善センターと朝日地区農村環境改善センター、通称、西有田公民館、朝日公民館のことで、建設当時、農村総合整備保全事業補助金で整備したものでこの様な名称になっています。
この施設の指定管理者を、日田市西有田公民館運営協議会と日田市朝日公民館運営協議会に平成21年4月1日から3年間指定しようとするものです。
次に、4ページ、林業センターの指定管理者の指定でございます。

議案第4号は、林業センター、いわゆる高瀬公民館の指定管理者を日田市高瀬公民館運営協議会に指定しようとする議案でございます。

指定期間は、これも同じく平成21年4月1日から3年間でございます。

5ページをお願いします。
議案第5号　日田市公民館の指定管理者の指定については、日田市咸宜公民館以下20館と天瀬公民館の分館2館の、合計22館の指定管理者をそれぞれ表にあります様に、地元の公民館運営協議会に定めようとする議案でございます。

指定期間は、同じく平成21年4月1日から平成24年3月31日までの3年間です。

次に8ページの議案第6号は、日田市若衆宿の指定管理者の指定でございます。

日田市若衆宿は、大山公民館の敷地の中に有る施設で、主に大山少年野球クラブのメンバーが利用していますが、この指定管理者を日田市大山公民館運営協議会に指定しようとするもので、期間は同じく平成21年4月1日から平成24年3月31日までの3年間です。

9ページ　議案第7号　日田市中津江ホールの指定管理者を指定する議案で、日田市中津江公民館運営協議会をその指定管理者に指定しようとするものです。
期間は、同じく平成21年4月1日から平成24年3月31日までの3年間です。
　次に、10ページ、議案第8号　日田市大山文化センターの指定管理者の指定については、日田市大山文化センターの指定管理者を日田市大山公民館運営協議会に指定しようとするもので、その期間は、平成21年4月1日から平成24年3月31日までの3年間です。
　最後に、11ページ、天領奥日田やすらぎの郷の指定管理者を指定する議案です。
これは、大山公民館と同じ敷地の中にある施設で、矢羽田家住宅、工芸館
ふるさと資料館からなる施設で、この内、工芸館だけを指定管理制度で管理をしており、今回は、その指定管理者を日田市大山公民館運営協議会に指定しようとするものです。
その期間は、平成21年4月1日から平成24年3月31日までの3年間です。
以上、議案第2号から第9号まで一括して説明いたしました。
ご審議の程、よろしくお願いします。
　はい。ありがとうございました。
　
公民館の指定管理者制度が始まって3年間経つ訳ですが、良かった点、悪かった点がありましたら教えてください。
メリット、良かった点としましては、それぞれの地域の方が課題を掘り起こして独自性を持った活動が行われ、公民館が地域と密接に繋がりのあるものになりました。
また、直営の時に比べ、それぞれの事業も活発になり、特に青少年健全育成事業についてもですが、公民館利用者も増えています。
特にデメリットは、有りませんが、あるとすれば直営の職員では有りませんので、伝達事項が通りにくいのかなと思いますが、これも主事会が2回ありますので、その中で連絡事項などを伝えるようにしています。
　
私も地域の皆さんが一緒になって盛り上げているのを感じています。
よろしくお願いします。
指定管理者制度は、3年前が最初で3年ごとに選定するのでしたね。
　

平成18年から指定管理者制度を始めて、今年で3年になります。
　今回、平成21年4月1日から24年3月31日までの指定管理者を指定するお願いでございます。
　今回、公募をして選定したところを指定管理者に指定するということですね。
日田市生涯学習センターは、公募しています。他の公民館など、議案第3号から9号までは、非公募としています。
公民館などは、地元の公民館運営協議会を指定管理者としていますので公募はしていません。
　
　先ほど、日田市生涯学習交流センターのところで株式会社　シーエッチケイサービス、特定非営利活動法人ワーカーズコープと言う会社が出てきましたが、これはどのような会社ですか。
　株式会社　シーエッチケイサービスは、中央発條工業の100％子会社で清掃業務等を請け負っています。事業所は、中央発條工業のすぐ横にあります。

特定非営利活動法人ワーカーズコープは、全国的な組織でありますが、今、介護施設などのお世話をしている「虹の家」というのが玉川に有りますが、その事業所でございます。

　大山の若衆宿等も指定管理者制度は、平成18年からでしたか。
　平成18年からでございます。
　今回、新たに指定管理者制度になった施設はないのですね。

　はい。ありません。
ほかにご質問はありませんか。
無ければ、議案第2号から議案第9号までは原案の通り決することといたします。
　
　次に議案第10号から議案第11号、体育保健課お願いします。
体育保健課でございます。12ページをご覧ください。
議案第10号　日田市スポーツ施設の指定管理者の指定について　でございます。

12・13ページの表にあります様に、大原グラウンドから日田市天瀬ふれあい風呂まで20施設の指定管理者について公募を行いましたところ、3社から申請がありました。
株式会社　日田ビル管理センター、株式会社シーエッチケイサービス、財団法人　日田市市民サービス公社の3社でした。
この3社について決定に至るまで、指定管理者選定委員会を3回開催いたしました。内容は、先ほど生涯学習課が説明しましたとおり3社からのプレゼンテーションや委員による聞き取り等を行い、3回目に8名の委員の総合得点で3社を比較して、最高得点を取りました財団法人　日田市市民サービス公社に決定したものでございます。
　指定期間は、平成21年4月1日から平成24年3月31日までの3ヵ年でございます。
正式には、議会の議決が必要でございますので3月市議会定例会に諮りまして指定することとなり、その後、契約書の締結となります。
次に14ページをお願いします。

議案第11号　日田市Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者の指定についてでございます。

この表のうち、下段のＢ＆Ｇ天瀬海洋センターは、市民サービス公社でございますが、天瀬海洋センターについての公募は、この先ほどのスポーツ施設と同じ一緒の施設として取り扱いました。

ただし、その他のスポーツ施設とＢ＆Ｇ天瀬海洋センターは、条例が異なるものですから、議案はこの様な提案の形となります。
Ｂ＆Ｇ天瀬海洋センターの指定管理者を財団法人　日田市市民サービス公社に指定する経過は、先ほどの説明と同じでございます。

また、中津江海洋センターにつきましては、非公募によって財団法人　中津江地球財団でございます。
中津江海洋センターについては、市町村合併以前から中津江地区の鯛生金山であるとかカメルーンで有名な鯛生スポーツセンター等を管理するために設立された財団でございまして、従いまして今回も非公募によりまして指定管理者として指定しようとするものでございます。
指定期間は、先ほどと同じように3年間でございます。
只今の、議案第10号、第11号についてご質問はございませんか。
先ほど、選定に当たって8名の委員さんと説明がありましたが、その8名はどの様な方ですか。
条例で、選定委員会を置く事や、定員を10名以内とすることなどが決まっておりますので、私どもは8名の委員さんとして有識者、日田市体育協会代表者、スポーツ団体、行政機関代表者等に就任していただいています。
そして、8名の委員さんによる選考で決定しています。
　よろしいでしょうか。
応募されたのは何団体ありましたか。
3社でございました。
　広報ひた等で公募した結果が3社でした。
　他にございませんか。

　それでは、議案第10号、第11号は、原案の通り決するものといたします。

　次に、議案第12号　日田市立淡窓図書館条例の一部改正について、淡窓図書館長お願いします。

議案集の15ページをお願いします。

議案第12号　日田市立淡窓図書館条例の一部改正について、日田市立淡窓図書館条例の一部を改正する条例を次の様に定めることを要求するものです。
表をご覧ください。
第4条第2項に下線の部分を追加し、「協議会の委員の定数は8人以内とし、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験を有する者のうちから、教育委員会が任命する。」と改正しようとするものです。
この改正は、図書館法の一部改正に伴い、所要の改正を行うものでございますが、平成21年4月1日から施行いたします。

改正の理由について少し補足いたしますが、平成18年度の教育基本法の改正を踏まえ、それによる図書館法の一部改正が行われました。
図書館法第3条及び第15条で、図書館が行う事項の実施における配慮事項として家庭教育の向上に資することが加えられるとともに、図書館協議会の委員に任命することができる者の範囲に家庭教育の向上に資する活動を行う者が加えられました。
これを受けての条例改正でございます。
　
　はい。ありがとうございました。
只今の議案第12号について、ご質問はありませんか。
　平成18年度の法律改正を受けて今回の条例改正となった訳ですね。
平成18年度は、教育基本法が改正されました。教育基本法の第12条に社会教育について規定されていますけれども、国及び地方公共団体は、図書館、博物館、公民館その他の社会教育施設の設置、学校の施設の利用、学習の機会及び情報の提供その他の適当な方法によって社会教育の振興に努めなければならないとされています。

その教育基本法を受けて社会教育法が整備されていますが、その中の第3条第2項で国及び地方公共団体は、前項を行うにあたっては、社会教育が学校教育及び家庭教育との密接な関連性を有することにかんがみ、ということで社会教育の中で家庭教育の振興に努めなければならないということが規定されています。

さらに、社会教育法の中で図書館は、社会教育施設であると明記されていますし、図書館の事業につきましては図書館法で定めるというようにされています。
そこでその図書館法の中で、第3条、図書館は、図書館奉仕のため、土地の事情及び一般公衆の希望に沿い、更に学校教育を援助し、及び家庭教育の向上に資することとなるように留意し・・・と、あらためて家庭教育を図書館の事業の中で力を入れてやりなさいと定められました。
さらに、図書館法第15条の中で図書館協議会の委員になる方については、家庭教育の向上に資する活動を行う者というのが付加えられたということの条例改正でございます。
この様に、教育基本法の改正から繋がる条例改正でございます。
平成18年から21年まで長い道のりがあっての改正ということですね。
その間に図書館法の改正があったということです。

議案第12号についてご意見はございませんか。
　無ければ、議案第12号は、原案の通り決するものといたします。
　次に議案第13号　日田市立博物館条例の一部改正について、博物館長お願いします。
16ページをご覧ください。
議案第13号　日田市立博物館条例の一部改正について。

日田市立博物館条例の一部を改正する条例を次のように定めることを要求するものです。
改正の理由は、先ほどの図書館と同様に博物館法の一部改正に伴い、所要の措置を講ずるものです。
改正部分は、表の改正後の部分をご覧ください。

第4条に下線の部分を加え、博物館協議会の委員は、10人以内とし、学校教育及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者並びに学識経験のある者のうちから、教育委員会が任命すると改正するもので、施行日は平成21年4月1日からでございます。
　ありがとうございました。
　議案第13号についてご質問はございませんか。
　これも先ほどと同じ理由ですね。
　はい。そうでございます。
　ご意見が無ければ、この議案は原案の通り決しますが、よろしいですか。
　では、議案第13号は原案の通り決します。

　次に報告事項をお願いします。

　日田市立小中学校教育環境整備検討委員会からの答申についての内容の説明を、学校教育課長、お願いします。
　「事前に配布しておいた答申書について説明」
· 日田市立小中学校の現状と課題
· 学校の適正規模を検討するにあたっての基本的な考え

· 適正な学校規模についての考え方

· 小中一貫教育制導入に向けての考え方

· 学校規模の適正化

· その他教育環境の整備について説明
　ありがとうございました。
只今、途中でお配りしました資料でございますが、これはシュミレーションでございますが、検討委員会から今回の過小規模校などの問題について考える時、どの様な方法が考えられるか整理をしてくれと言われまして、事務局が色々な資料を集めまして整理した冊子でございます。
例えば前津江と上津江地区については、シュミレーションが2つありますし、色々な考え方を叩き台にして作り上げたものでございます。
これを基にして検討委員会で検討していただき、今回の答申となったものでございます。

資料が余りにも膨大なので今一度に見ることはできませんが、この中から
できたということですね。

そうでございます。
　これからの計画はどの様になるのでしょうか。
　皆さん同じような質問をなさいます。
　教育長も先日の答申後、記者クラブで記者さんに囲まれて記者会見を行った時に、同じ質問を受けました。
何時から、何時までの間にしますかと聞かれました。
教育長は、ゆっくり考え、しっかりしたものをつくり、行動を起こす時は迅速に行いたいと答えております。
前回の検討委員会の答申と今回は少し違っております。
前回の答申では、月出山小学校と羽田小学校を有田小学校に統合する。

伏木小学校と花月小学校を三和小学校へ統合するという様に、統合先の学校が明記されておりました。
　今回は、お手元の答申書にあります様に、大明地区では、静修小学校と夜明小学校が統合することが望ましいとなっており、新しい小学校を静修にもっていくのか、夜明にもっていくのか、それは教育委員会でしっかり考えなさい、さらにはその先に大明中学校の同じ敷地の中で小中一貫教育を行うことが可能と考えられるといくつもの考えがあります。
　これらを地元の皆様に説明するについては、前回よりもずっと時間がかかるのではないかと考えます。
前回は、計画を作って地元に説明に出て行きました。
しかし、今回は、計画を作る前に地元に出て行き、色々なお話を聞きその後に計画を作ることになります。

そして、計画をつくり、議会に説明し、再び地元に出て行くこととなります。

この様なことから、今回は色々としないといけないことがたくさん残っていると思います。

分かりました。
前回の統廃合の反省を踏まえたところで、今回は、地元に出て行き、計画を作ることとなったのだと思います。

数が多いので大変だと思います。

2通りの考えがあると思います。
教育委員会が計画を作り、地元を引っ張っていく方法。

これは、考えがぶれたらいけません。

しかし、今回の答申の様に、望ましいと考えられるといわれた場合は、私たち行政がしっかりした計画を立てても、地元の皆様方は、その様なことは書いていないではないかといわれる。
感情論になってしまう部分もあります。

前回の統廃合の経験を生かし、教育長が言っておりますように、ゆっくり、しっかりしたものを作って行きたいと思います。

　
　前回の経験がありますので、しっかりやってください。
2点質問があります。
まず小学校の統廃合を行って、中学校の段階に行くと考えて良いですか。

検討委員会の皆様は、小学校の統合と小中一貫教育は一緒と考えていました。
しかし、佐賀市の芙蓉小中学校に視察に行きました。

色々な話を聞いた帰りに、バスの中で委員さんの意見が大きく変わりました。はじめは、小学校を統合するのと一緒に一貫校にすると考えていたのですが、視察を終えた後、ゆっくりやろう。まず子供たちを一つの小学校に集めて、しっかりとその小学校の子どもなんだと意識させ、その後、先生たちの交流と意志の疎通をしっかりして、小中一貫校にしていく必要がある。
その為には、2年、3年、或いは4年と時間がかかるかもしれないというように考えが大きく変わってきました。

　もう一つ質問があります。
規模の小さい中学校では、全部の教科の担任がいなくて困っているということですが、教員配置の法律があるにしても、その様な問題があるから統廃合を検討しているわけですから、統合しないのであれば、今困っている問題を解決する動きはないのでしょうか。
　今のところその様な動きはございません。
中学校の学級数が4学級を切ると、音楽、美術、技術や家庭科が2校で1人の先生になります。そして中学校の学級数が3以下になりますと、音楽、美術、技術や家庭科の先生がいなくなりますので、数学の教諭が音楽や美術を教えることになります。
しかし、免許が有りません。ですから臨時の免許を貰うこととなります。

　
　5教科の先生は揃うのですか。
　5教科は揃います。
　同じ時間帯で、教科が重なった場合はどうなるのですか。
　重ならないように調整をしなければなりません。

　今回の答申では、複式学級の解消を主に考えていますが、私の計算ではあと1校残っていると思いますが。
　

圓川委員がおっしゃっているのは、小野小学校のことだと思います。

確かに小野小学校は、複式学級があります。しかし、来年、再来年と複式学級が解消されます。

その様なこともございますので、今回は対象からはずしております。

　ほかにご質問はありませんか。

　検討委員会の会議は終りましたが、今後、新たな検討委員会は有りますか。
　それはございません。

　検討委員会は、昨日をもって解散となりました。

小中一貫教育についてですが、これに載っているのは小規模校だけですが、今後、大きな学校にも取り入れていく考えなのですか。
今回の教育環境の整備の中で、適正化に関わる小中一貫制というのは、小学校を統廃合するという前提が有ります。その中で小中一貫を進めますということです。今後、市内の中心部になりますと統廃合は行われません。
ですから小中一貫は有りません。

一つの小学校から全員が、一つの中学校へ行くというところはありません。あるとすれば三芳小学校だけでしょうか。

　
　小中一貫についてですが、日田市は特区を取得せずに行うのですね。
　どこがどう違うのでしょうか。
　特区を取得すると、別に日田市だけのカリキュラムを作って良い事になります。そこれが文部科学省に認められます。ここが大きく違います。
　
　私は、特区を取得した方が小中一貫教育はやり易いのかなと思ったから質問しました。
先日、ニュースで出ました横浜市の小中一貫についてです。
横浜市の学校の数は、小学校で346校、中学校145校です。
これを全部小中一貫教育制にしようとするわけです。
　それも、特区を取らずにやるというものです。
　日田市もこの様な動きを勉強しながら取り組んで行きたいと思います。
　それでは、教育環境整備検討委員会の答申については、これで終ります。

　次に、卒業式の臨場について、学校教育課長お願いします。

　お手元に小学校と中学校の卒業式の一覧をお配りしています。

中学校はすべての学校で3月6日に行われます。時間は、東渓中のみ、9時30分からで、その他は、10時からでございます。
小学校は、ほとんどの学校で3月24日、10：00から行われます。

ただし、咸宜小学校は19日、丸山小学校は20日となっています。

教育委員の皆様方には、大変ご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願いいたします。

当日の祝辞については、後日、作成してお持ちいたします。
　
　只今の卒業式への臨場ですが何かございますか。
　どうぞよろしくお願いします。
　次に、小野公民館の落成式について、生涯学習課お願いします。
お手元に小野公民館新築落成式についての資料をお配りしています。
日時が、3月29日、日曜日の午前11時からとしております。
式典を市が主催して、祝賀会を地元が行うことといたしております。
現在、建物はほとんど完成しており、1月末に竣工、2月に竣工検査を行い、3月1日から新しい公民館で業務を開始する予定です。

式典の内容は、お手元の資料のように行いたいと思っています。

建物の概要で特に特徴的なものは、玄関横壁に小鹿田焼きをあしらったつくりや、廊下正面にことといの里の筑紫文庫を移転しています。

本体工事が、約114,048千円、備品購入費が4,147千円です。
　後日、教育委員さんを現地にご案内する予定です。
　ご質問は有りませんか。
平成20年12月期分寄附採納についての報告をお願いします。
議案集17ページについて報告する。
地区寄付の内、今回高額になっているのは、宗教法人　高塚愛宕地蔵尊からAEDを16台寄贈いただきました。来年度には、残りの小学校15校にも同じくAEDを寄贈していただくこととなっています。

先日、高塚愛宕地蔵尊さんには市長から感謝状を贈呈していただきました。
　建築図面を1,300点いただいていますが、どの様なものですか。
　大工をされていた方で神社、仏閣等の図面や契約書等をたくさんいただいています。
　大体、何時頃のものですか。
　明治以降のものです。
　一般寄付の広田さんは、玉川の方なのに夜明小学校に寄付していただいていますが、何か理由があるのですか。
　広田さんご本人が、夜明の出身です。
　他に無ければ、報告事項はこれで終了いたします。

次回、2月の定例会についてお願いします。

次回の定例教育委2月20日（金）　　午後１時30　分
場所：市役所別館　2階会議室
　当日、委員会終了後、三隈中学校屋内運動場を見学していただきたいと思います。
　　委員会の終了を告げる。
　　　　　　　　　　　　　　　委員会終了時刻　午後3時20分
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